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「か強診」開業医は評価せず「か強診」開業医は評価せず

　

ス
ポ
ー
ツ
は

元
来
、
武
力
か

ら
軍
事
力
増
強

が
目
的
だ
っ

た
。
そ
の
目
標
が
個
人
の
健

康
、
体
力
、
精
神
力
強
化
へ

と
シ
フ
ト
し
て
き
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
が
専
門
化
し

て
、
肉
体
の
特
定
の
部
分
を

集
中
強
化
し
だ
す
と
、
特
有

の
疾
患
を
生
み
出
し
た
。
野

球
の
投
手
の
多
く
が
肩
や
肘

を
痛
め
る
の
が
一
例
だ
。

　

中
国
４
千
年
の
歴
史
の
中

か
ら
広
ま
っ
て
き
た
「
気

功
」
は
肉
体
各
部
の
調
和
を

重
視
す
る
。
さ
ら
に
肉
体
と

臓
器
の
強
化
に
並
行
し
て
、

精
神
集
中
や
心
の
落
ち
着
き

と
の
連
動
を
試
み
て
い
る
。

　

気
功
を
取
り
入
れ
る
医
者

は
日
本
に
も
い
る
が
、「
け

れ
ん
」
の
多
い
気
功
の
著
述

に
違
和
感
を
持
つ
人
も
少
な

く
な
い
。

　

40
代
か
ら
腰
痛
に
悩
ま
さ

れ
た
私
は
、
暇
な
と
き
に
我

流
で
ス
ト
レ
ッ
チ
や
体
操
を

試
み
、
今
は
安
定
し
て
い
る

の
で
、
今
後
加
齢
に
よ
る
体

力
劣
化
の
予
防
に
気
功
も
少

し
取
り
入
れ
て
み
よ
う
か
と

思
っ
て
い
る
。

　

気
功
の
け
れ
ん
味
は
何
に

で
も
頼
り
た
が
る
人
に
動
機

付
け
る
方
法
だ
と
受
け
取
れ

ば
嫌
味
で
な
く
愛
嬌
に
取
れ

る
。今日の数字

28.1兆円
　安倍政権の経済対策。リニ
ア新幹線など不要不急の大型
事業が盛り込まれた。

おおさか医科歯科九条の会

10周年記念イベント

参加費　無料　※要事前申し込み
申込み　℡06‒6568‒7731
主　催　おおさか医科・歯科九条の会

とき　11月3日（木・祝）
　　　PM３：00～PM５：30
会場　エルおおさかエルシアター

【講演】桑原征平氏（アナウンサー）
　　　「憲法と報道の自由」
【うた】
古謝美佐子さんが歌う沖縄
（初代ネーネーズリーダー）

2016診療報酬会員アンケート結果

　

協
会
は
、
２
０
１
６
年
診
療
報
酬
改
定
の
影
響
を
調
査
す
る
た
め
に
「
歯
科
診
療
報

酬
改
定
会
員
ア
ン
ケ
ー
ト
」
に
取
り
組
ん
だ
。
対
象
は
、
開
業
医
会
員
の
２
割
（
５
６

５
人
）
を
無
作
為
抽
出
。
回
答
は
68
人
で
回
収
率
は
11
・
８
％
だ
っ
た
。
か
強
診
の
届

け
出
状
況
や
、
新
設
項
目
の
評
価
な
ど
を
尋
ね
た
。

　

「
改
定
以
降
、
４
、
５
月

の
保
険
請
求
額
に
つ
い
て
、

前
年
同
月
比
か
ら
の
変
化
」

を
尋
ね
た
。「
上
が
っ
た
」

が
10
・
３
％
、「
下
が
っ

た
」
が
29
・
４
％
、「
変
わ

　

新
設
項
目
へ
の
評
価
は
、

「
レ
ジ
ン
前
装
冠
の
小
臼
歯

へ
の
ブ
リ
ッ
ジ
支
台
へ
の
適

用
」（
79
・
４
％
）、「
補
綴

時
診
断
料
の
装
置
ご
と
の
評

価
に
な
っ
た
こ
と
」（
72
・

１
％
）、「
フ
ァ
イ
バ
ー
ポ
ス

　

今
次
改
定
の
全
体
評
価
に

つ
い
て
は
、「
良
か
っ
た
」

（
０
・
０
％
）、「
ど
ち
ら
か

と
言
え
ば
良
か
っ
た
」（
17

・
６
％
）
が
合
わ
せ
て
17
・

６
％
で
、「
悪
か
っ
た
」（
20

・
６
％
）、「
ど
ち
ら
か
と
言

え
ば
悪
か
っ
た
」（
23
・
５

ら
な
い
」
が
45
・
６
％
、

「
分
か
ら
な
い
」
が
11
・
８

％
、「
無
回
答
」
が
２
・
９

％
と
な
っ
て
い
る
。「
上
が

っ
た
」
が
１
割
強
に
留
ま
る

一
方
で
、「
下
が
っ
た
」「
変

ト
の
保
険
導
入
」（
58
・
８

％
）
の
項
目
で
半
数
を
超
え

る
会
員
が
「
評
価
で
き
る
」

と
回
答
し
た
。

　

一
方
、「
４
根
管
・
樋
状

根
処
置
」（
54
・
４
％
）、

「
舌
圧
検
査
」（
48
・
５

％
）
が
合
わ
せ
て
44
・
１
％

と
な
っ
た
。
臨
床
現
場
の
意

を
汲
ん
だ
改
定
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。

る
酸
に
よ
る
た
め
１
時
間
程

度
か
か
る
。

　

う
蝕
に
よ
る
歯
牙
の
欠
損

に
は
２
次
象
牙
質
が
で
き
る

が
、
酸
蝕
に
よ
る
場
合
は
象

牙
質
が
生
成
さ
れ
に
く
い
た

め
歯
牙
の
実
質
欠
損
は
早
め

に
修
復
す
る
の
が
よ
い
。

　

酸
蝕
症
の
診
断
の
た
め
に

は
問
診
で
食
習
慣
を
チ
ェ
ッ

ク
す
る
こ
と
が
最
も
重
要
で

あ
る
。し
か
し
、食
習
慣
を
変

更
す
る
の
は
難
し
く
、
特
に

健
康
に
よ
い
と
信
じ
て
い
る

場
合
は
な
お
さ
ら
で
あ
る
。

　

酸
蝕
リ
ス
ク
の
高
い
人
に

は
摂
取
直
後
は
マ
ウ
ス
リ
ン

ス
で
洗
口
さ
せ
60
分
程
度
の

遅
延
歯
み
が
き
が
有
効
だ
。

小
児
の
Ｄ
Ｅ
に
咬
耗
が
あ
る

場
合
は
将
来
を
考
え
て
食
生

活
の
改
善
を
勧
め
た
い
。

 

（
東
住
吉
区
・
森
啓
）

が
出
現
す
る
。
原
因
は
内
因

と
外
因
に
あ
る
。
内
因
に
は

胃
食
道
逆
流
症
、
摂
食
障
害

が
あ
る
。
外
因
に
は
、
炭
酸

飲
料
な
ど
の
酸
性
食
品
の
過

剰
摂
取
が
主
因
で
あ
る
。
Ph

の
高
さ
だ
け
が
問
題
で
は
な

い
。
コ
ー
ラ
は
Ph
２
、
オ
レ

ン
ジ
は
Ph
４
と
酸
性
度
は
コ

ー
ラ
が
大
き
い
が
、
オ
レ
ン

ジ
に
は
ク
エ
ン
酸
が
含
ま
れ

る
の
で
脱
灰
能
は
同
等
で
あ

る
。
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
に

は
ク
エ
ン
酸
が
含
ま
れ
る
の

で
注
意
が
必
要
だ
。
酸
に
よ

る
脱
灰
は
直
接
的
で
あ
る
が

数
分
で
中
和
さ
れ
る
一
方
、

カ
リ
エ
ス
は
細
菌
が
産
成
す

歯
科
疾
患
で
は
う
蝕
、
歯
周

病
に
続
い
て「ToothW

ear

」

（
咬
耗
、
摩
耗
、
酸
蝕
、
ア

ブ
フ
ラ
ク
シ
ョ
ン
）
が
３
番

目
に
多
い
疾
患
で
あ
る
。

　

咬
耗
は
、
歯
と
歯
の
接
触

に
起
因
し
30
年
で
１
㍉
程
度

す
り
減
る
。
摩
耗
は
歯
以
外

の
物
理
的
な
要
因
で
の
歯
の

す
り
減
り
だ
。
ア
ブ
フ
ラ
ク

シ
ョ
ン
は
過
剰
な
咬
合
圧
に

よ
る
歯
頸
部
の
エ
ナ
メ
ル
質

の
損
傷
か
ら
始
ま
る
。

　

「ToothW
ear

」
は
単
独

で
は
な
く
相
互
に
関
与
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
進
行
し
症
状

　

臨
床
学
術
部
は
７
月
度
生

涯
研
修
「
酸
蝕
症
の
診
断
と

対
応
〜
罹
患
率
26
・
１
％
の

衝
撃
」
を
７
月
24
日
、
Ｍ
＆

Ｄ
ホ
ー
ル
で
開
き
、
73
人
が

参
加
し
た
。
楠
雅
博
氏
（
兵

庫
県
淡
路
市
開
業
）
が
講
師

を
務
め
た
。
要
旨
を
紹
介
す

る
。

◇

　

日
本
の
成
人
の
酸
蝕
症
罹

患
率
は
26
・
１
％
に
お
よ
ぶ
。

酸
蝕
症
の
診
断
、対
応
を
解
説

楠
雅
博
氏〝
食
習
慣
の
変
更
困
難
〞

７月度生涯
研 修 講 座

講
演
す
る
楠
氏
＝
７
月
24
日
、

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル

　

今
次
改
定
で
一
つ
の
注
目

点
と
な
っ
て
い
る「
か
強
診
」

の
評
価
に
つ
い
て
は
、「
評

価
で
き
る
」
が
13
・
２
％
、

「
評
価
で
き
な
い
」が
41
・

２
％
、「
ど
ち
ら
と
も
言
え

な
い
」
が
44
・
１
％
、「
無
回

答
」
が
１
・
５
％
と
な
っ
て

い
る
。
自
由
意
見
欄
に
は

「
保
険
診
療
に
も
か
か
わ
ら

ず
同
じ
処
置
で
医
療
機
関
に

よ
っ
て
価
格
差
が
出
来
る
の

は
お
か
し
い
」「
設
備
に
お

金
が
か
か
る
」
な
ど
の
意
見

が
出
さ
れ
て
い
る
。

届
け
出
予
定「
な
い
」７
割

　
「
か
強
診
の
届
出
の
予
定
」

に
つ
い
て
は
、「
あ
る
」
が

13
・
２
％
、「
な
い
」
が
69

・
１
％
、「
届
出
済
み
」
が

７
・
４
％
、「
そ
の
他
」
が

７
・
４
％
、「
無
回
答
」
が

２
・
９
％
と
な
っ
た
。「
届

出
予
定
」
は
、「
あ
る
」「
届

出
済
み
」
を
合
わ
せ
て
約
２

割
に
留
ま
り
、
届
け
出
予
定

「
な
い
」
が
約
７
割
に
上
る
。

わ
ら
な
い
」
が
合
わ
せ
て
75

・
０
％
と
な
っ
て
い
る
。
今

次
改
定
が
歯
科
医
療
機
関
の

経
営
を
改
善
す
る
も
の
で
あ

っ
た
と
は
言
い
難
い
状
況

だ
。

％
）、「
自
己
負
担
の
な
い
明

細
書
発
行
の
義
務
化
」（
45

・
６
％
）、「
義
歯
咀
嚼
管
理

検
査
」（
44
・
１
％
）
な
ど

の
項
目
で
「
評
価
で
き
な

い
」
と
の
回
答
の
高
さ
が
目

立
つ
。

　

歯
科
診
療
報
酬
改
定
で
最

も
望
む
改
善
に
つ
い
て
は
、

「
基
礎
的
技
術
料
の
引
き
上

げ
」（
27
・
９
％
）、「
カ
ル

請
求
額「
上
が
っ
た
」は
わ
ず
か
１
割

請
求
額「
上
が
っ
た
」は
わ
ず
か
１
割

レ
ジ
ン
前
装
冠
適
用
を
高
評
価

レ
ジ
ン
前
装
冠
適
用
を
高
評
価

全
体
評
価
「
良
か
っ
た
」
は
ゼ
ロ

全
体
評
価
「
良
か
っ
た
」
は
ゼ
ロ

同
じ
処
置
で
価
格
差
お
か
し
い

同
じ
処
置
で
価
格
差
お
か
し
い

今年４～５月（２カ月間）の保険
請求額は、前年同時期と比べどの
ように変化しましたか　　　　　

「か強診」の施設基準の届出
する予定はありますか　　

「かかりつけ歯科医機能強化型歯科
診療所（か強診）」の新設について

施設基準による診療報酬の
差別化について　　　　　

無回答 2.9％無回答 2.9％

分からない
11.8％
分からない
11.8％

下がった
29.4％
下がった
29.4％

上がった
10.3％
上がった
10.3％

変わらない
45.6％
変わらない
45.6％

無回答 2.9％無回答 2.9％その他 7.4％その他 7.4％
届け出済み
7.4％
届け出済み
7.4％

ない 69.1％ない 69.1％

ある 13.2％ある 13.2％

無回答
1.5％
無回答
1.5％

評価できない
41.2％

評価できない
41.2％

評価できる
13.2％
評価できる
13.2％

どちらとも
いえない
44.1％

どちらとも
いえない
44.1％

無回答 8.8％無回答 8.8％

評価できない
42.6％
評価できない
42.6％

評価できる
4.4％
評価できる
4.4％

どちらとも
言えない
44.1％

どちらとも
言えない
44.1％

「
そ
の
他
」
も
23
・
５
％
と

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

「
施
設
基
準
に
よ
る
診
療
報

酬
の
差
別
化
」
に
つ
い
て

は
、「
評
価
す
る
」
が
４
・

４
％
に
留
ま
り
、「
評
価
で

き
な
い
」
が
42
・
６
％
に
上

っ
た
。「
ど
ち
ら
と
も
言
え

な
い
」
と
の
回
答
も
44
・
１

％
あ
っ
た
。

　

「
か
強
診
」
の
届
け
出
要

件
と
な
っ
て
い
る
「
歯
援
診

の
届
出
」
に
つ
い
て
は
、

「
し
て
い
る
」「
今
後
す
る

つ
も
り
」
を
合
わ
せ
て
29
・

４
％
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ

の
う
ち
約
１
割
は
「
か
強

診
」
を
届
け
出
な
い
。

算
定
実
績
が
ハ
ー
ド
ル

　

「（
か
強
診
の
）
届
出
に

当
た
り
障
害
に
な
っ
て
い
る

こ
と
」
に
つ
い
て
、「
訪
問

診
療
の
算
定
実
績
」
が
50
・

０
％
、「
Ｓ
Ｐ
Ｔ
Ⅱ
の
算
定

実
績
」
が
45
・
６
％
と
続

き
、「
研
修
の
受
講
機
会
が

少
な
い
」
が
27
・
９
％
、

テ
記
載
や
算
定
要
件
の
簡
素

化
」（
23
・
５
％
）、「
初
・

再
診
料
の
引
き
上
げ
」（
22

・
１
％
）
と
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田
裕
志
・
社
保
研
究
部
部

長
の
コ
メ
ン
ト

　

今
次
改
定
で
は
保
団
連
等

が
主
張
し
て
き
た
項
目
の
一

部
が
改
善
さ
れ
た
が
、
全
体

的
に
臨
床
現
場
を
励
ま
す
改

定
に
は
な
ら
な
か
っ
た
こ
と

が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。

「
か
強
診
」
の
届
け
出
が
必

要
な
エ
ナ
メ
ル
質
初
期
う
蝕

管
理
加
算
や
Ｓ
Ｐ
Ｔ
Ⅱ
は
医

療
の
内
容
と
は
無
関
係
の
施

設
基
準
を
求
め
ら
れ
、
一
物

二
価
、
三
価
を
生
ん
で
い

る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
は

こ
う
し
た
矛
盾
が
表
れ
た
の

で
は
な
い
か
。
現
場
の
意
見

を
反
映
さ
せ
た
更
な
る
改
善

が
求
め
ら
れ
る
。


